






【要約】健常人の尿中には、 ヒトセルロプラスミン(CP)モノクローナル抗体に反応する

蛋白性の物質が存在し、これはヒト CPの分解産物と結論された。尿中に存在する本物質(以

下尿中 CP)は、Wilson 病患者には認められず、健常な学童と明らかに異なるので、保存条

件を一定にした尿中CP 測定は、Wilson 病スクリーニングに使用可能と考えられた。


